
    

            

                                                                                                                                                                                                                        
 

 
    

    

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

風にふかれる雲 のように、ゆったりとマイペースでいる 

修さんは、私たちにとって欠かすことが出来ないメンバーの一人です。 

 
 

 

 

                    ごごごご迷惑迷惑迷惑迷惑ですかですかですかですか・・・・・・・・？？？？    
 

知的ハンディを持った仲間の人たちを見ていると色々なことを考えさせられます。 

「「「「迷惑迷惑迷惑迷惑をかけるをかけるをかけるをかける」」」」ってどういうことなんでしょう。H さんは散歩をする時道の真ん中

を歩きます。視力が弱く足下がおぼつかないせいかもしれません。でも、車にとって

は大変迷惑でしょう。人のほうがよけるのが普通普通普通普通でしょう。A くんは歯医者へ行った

時、看護婦さんの言ってる事がよく理解できなくて怒り出してしまいました。「ハン

ディのある人は興奮しやすいので怖い・・迷惑迷惑迷惑迷惑だだだだ」と思われた事でしょう。町での買

い物、レストランで、バスの中で・・いろんな場面で仲間は迷惑をかけていると思い

ます。でも、まあこの程度なら周りの人が温かい目でみて親切にしてくれる事が多い

と思います。 

M さんは通いのバスで「暑いから」と座っている窓を開けます。真冬にです！ 当然ほかのお客さんか

ら閉めるよう言われます。しかし「いやいやいやいや！！！！」と、いう事をきかないそうです。これは、社会的には許され

ない行為でしょう。迷惑をかけないでくださいと話していますが、どうしているか分かりまん。M さん

がどうしてそんな事をするのか・・障害特性もあるでしょう。今まで周囲から受けてきた傷のせいもある

でしょう。単純ではないと思います。私が想像できる事は・・バスの中で冷たい、ナイフのような周囲の

視線を受けて「負けないぞ！」と身を固くしている姿です。それは、とても寂しくつらい状況でしょう。 

 

 

「共に生きることは迷惑をかけ合う事」とジャンバニエに教わりました。それ以上に、

知的ハンディを持った人たちの生きる姿は、十字架を背負ってゴルゴタの丘に向かう

イエス様の姿と重なるように思います。 

 
－－－－このこのこのこの最最最最もももも小小小小さいさいさいさい者者者者のののの 1111 人人人人にしたのはにしたのはにしたのはにしたのは、、、、わたしにしてくれたことなのであるわたしにしてくれたことなのであるわたしにしてくれたことなのであるわたしにしてくれたことなのである。。。。    

（マタイ 25章 40） 
 

（コミュニティーリーダー 西田正志）    

～～～～    最近最近最近最近のののの桝田穂純桝田穂純桝田穂純桝田穂純さんさんさんさん    ～～～～ 

ほずみさんといると、不思議に時間がゆっくり流れているようです 

足久保の「いぶき」から、安倍口の「つどい」に引っ越してきて、もうすぐ一年になる枡田穂純さん。 

新しい生活にも少しずつ慣れ、歌を歌ったり、いたずらをしたり、みんなを楽しませてくれています。

そんなほずみさんに、最近の事を聞いてみました。 

Ｑ ほずみさん、最近どうですか？        ほずみ「んー。」 

Ｑ 元気ですか？                ほずみ「（げん）きー」 

Ｑ 日曜日のお昼、何食べますか？        ほずみ「ラーメンっ！」 

Ｑ 誰が好き？                 ほずみ「おーみやお～」 

 

昼食後、美佳さんと一緒に、窓ぎわに座って、ユックリとゆれているほずみさん。それ

を見ているだけでも私たちはうれしくなります。ほずみさんの周りには平和な空気が広

がっているようす。仲間やアシスタント、来てくれるお客さんを幸せな気持ちにしてく

れるほずみさんは、かなの家にとって欠かせないメンバーです。 

 
 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

サッカーサッカーサッカーサッカー大会大会大会大会（（（（笑笑笑笑いいいい、、、、絶叫絶叫絶叫絶叫、、、、関節痛関節痛関節痛関節痛のののの・・・・・・・・））））    2010 

 
２月５日、足久保の八十岡グラウンドで、サッカー大会を行いました。青春サッカーチーム、船木軍、 
ミッキーチーム、斉藤会長チームと言う４つのチームがそれぞれ熱戦を繰り広げました。参加した皆に 
感想を聞いてみました。 

 
 
 
 
 
 
 

・ ・・ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ララララララララルルルルルルルルシシシシシシシシュュュュュュュュ・・・・・・・・ハハハハハハハハイイイイイイイイチチチチチチチチ、、、、、、、、ララララララララルルルルルルルルシシシシシシシシュュュュュュュュ・・・・・・・・ママママママママイイイイイイイイメメメメメメメメシシシシシシシシンンンンンンンン        支支支支支支支支 援援援援援援援援 ののののののののおおおおおおおおねねねねねねねねががががががががいいいいいいいい        
 
ⅰ．  １月１２日に発生したハイチの大地震で、ハイチ内にあるポルトーフランスおよび 

シャンタルのコミュニティも、被害を受けました。マリー・セシル・デュモルティエと 

シェラ・ジョヴィンの２人の理事が亡くなったと言う、悲しいお知らせも入って来ました 

。国際ラルシュ全体で支援をする動きが始まっており、かなの家としても支援してい 

きたいと思います。 

 

 

ⅱ．  先日、バングラデシュにある、ラルシュ・マイメイシンコミュニティから、これまで続 

   いてきた援助が受けられなくなり、来年度以降の財政の目処か立たず、経費のうち 

大きな割合を占める食費を、部分的にでも、日本の友人の皆様に支えて頂けない 

か、というお願いの手紙が届きました。マイメイシンでは、JOCS（日本キリスト教海 

外医療協力隊）の岩本直美さんと山内章子さんが働いておられ、またかなの家の 

アシスタント達もしばしばマイメイシンを訪問し、お世話になり、交流があります。 

貧しさのため、３食食べられない子ども達もいて、皆さまからの継続的な支えを 

必要としています。 

  みなさまのご協力とお祈りをどうぞよろしくお願いします    （家庭アシスタント 中野里 晃祐） 

ボールを追っかけたりして、何にも

点が入らず終わっちゃったから、 
ちいっとがっかりしたなあ、と思っ

て。また次はゴールしましょ。 

キーパーをやった。 
（（（（相手相手相手相手のののの））））ボールが入った。

楽しかった。 

楽しかったけどね、 
顔をぶつけられちゃ 
ったのがね（笑） 
でも楽しかったよ。 

―Ｎさん 

すごく楽しかった。ただ、プレー中に、 
（中高年の）アシスタントがムキになっ

て・・仲間がこわいと言っていた（笑） 
   ― ボランティア 

楽しかったよ。Ｎさんのところに、また転んで

（ぶつかって）謝った。１点入れた。アシスタ

ントがボールを（僕に）あげないし・・優勝が

欲しかったよ。 

 
ｂｙ きみこ 

ホント 
ヨクヤルヨ 

イヤッ、イヤー

（笑いながら） 

サッカーねえ・・楽しいね。 
勝ったからね。来年は負けるか？

（笑） 
わっはっは（笑）面白いね。 

  郵便振り込み ； （口座番号）00870-9-17938  （加入者名）ラルシュかなの家  

（通信欄へハイチ、またはマイメシン支援などとご記入下さい。） 



かなのすまいかなのすまいかなのすまいかなのすまい((((ケケケケアホームアホームアホームアホーム))))のののの一年一年一年一年をををを振振振振りりりり返返返返ってってってって    

 
昨年の 4 月、「つどい」の家が足久保の地を離れて安倍口に移り、もうすぐ 1 年が経とうとしています。 

安倍口団地に部屋を借りて「こころ」の家もでき、かなのすまいのなかまとアシスタントは 3 軒の家「つどい」 

「こころ」「いぶき」に分かれて住むようになりました。引っ越しをしたメンバーは慣れない環境の中、新しい 

生活、新しい家庭づくりをしてきました。 

 

大きな変化は、新しいなかまの斉藤大介さん(25 歳、男性)を迎えたことです。大介さんは車椅子で生活 

をしています。言葉を理解することはできますが、話すことはほとんどできません。初めて自分の家を離れ、 

つどいのなかまとの生活をスタートさせました。  かなのすまいにとっても大介さんのようなハンディの重い 

なかまを迎えることは初めてでした。 

 

初めのころは、互いに緊張したり、興奮したり。でも、新しい生活を頑張って受け入れてきたように感じま 

す。最近は穏やかな表情で居間の畳の上で横になり、ゴロゴロしながら行きかう人を眺めています。夕食 

後には、大介さんの周りに皆が集まります。一緒にゴロゴロしたり、大介さんが周りのなかまの腕を掴んだ 

り、足を掴んだりしてふざけ合っています。一人一人のメンバーにとって、安らげる家庭となってきているな 

と、うれしく思います。また、多くのお客様が来てくださり、私達と共に過ごしてくださったこと、ありがとうござ 

いました。 

                                                       

   

 

     

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
ラルシュが創立されたフランス・トロリー村の共同体が紹介されていま

す。 
知的ハンディを待った人を中心とする共同体の霊性がジャン・バニエに

よって語られています。 

このＤＶＤは日本キリスト教医科連盟(愛知 太田信吉医師)のご協力で

作成されました。 

（日本語訳：浅野幸治） 
（日本語吹替え：中井伸弥、中井真紀代、太田晃野） 

ラルシュラルシュラルシュラルシュ・・・・かなのかなのかなのかなの家家家家                
421-2114 静岡市葵区安倍口新田 65-5 
℡054-206-0830 Fax296-6433 
 

郵便振込 00870-9-17938 ﾗﾙｼｭ かなの家 
 
e-mail:larchekana@s9.dion.ne.jp 

http://www.larchejapan.org 
ブログもやっています 
http://www.blog.larchejapan.org 
 

（家庭の責任者 稲川 勢都子）  

ラルシュラルシュラルシュラルシュをををを紹介紹介紹介紹介するするするするビデオビデオビデオビデオができましたができましたができましたができました・・・・・・・・！！！！！！！！    
【【【【貧貧貧貧しいしいしいしい人人人人たちのたちのたちのたちの友友友友だちだちだちだち】】】】ラルシュラルシュラルシュラルシュ共同体共同体共同体共同体・・・・ジャンジャンジャンジャン････バニエバニエバニエバニエ    

                    ご希望の方にお分けします。頒価：7００円 


